
 

【⽇刊メルマガ】 

 

 

 

こんばんは、みるきーです。 

 
 
 
 
 
 

今日はちょっと、 

一緒になって考えていただきたい 

と思うことがあってメールしました。 

 
 
 

これからお話しすることを、 

あなた自身、またはあなたの将来の姿、 

さらにあなたのご家族に置き換えて 

考えてみてほしいです。 

 



 
 
 
 
 

暗い話ですが、 

これを知ってるかどうかで 

『今』という時間の使い方が 

分かれると思います。 

 
 
 

真剣に人生について 

向き合う気持ちのある方だけ 

先に進んでください。 

 
 
 
 

では…いきます！ 

 
 
 
 
 
 

今日ね？ 



 
 

私はすごくすごく 

幸せな一日だったんです。 

 
 
 

最高月収更新のお祝いに 

GUCCIのブレスレットをもらって。 

 
 

世界で１番すきな作家さんの小説が 

原作となった映画を観てきました。 

 

（真夜中乙女戦争という映画です！ 

観た人はぜひ語り合いましょう！！） 

 
 
 
 
 

んで、帰りに 

Air Podsガ調子悪いからと 

 

「仕事道具だから新調するかー！」 



 

ってヨドバシカメラに 

寄ってきたんです。 

 
 
 

たくさんのショップの袋を抱えて、 

もう、ほくほくで 

タクシーを降りました。 

 
 
 
 
 
 

上機嫌なんで、 

 

「お寿司でも買って帰ろーっと」 

 

ってテイクアウト専門店で 

いろいろ選んでたんですが。 

 
 
 
 

そこに白髪をひとつに束ねた、 



足の悪そうなおばあちゃんが 

やってきまして。 

 
 

あれこれ目移りしている私の横で、 

お寿司の詰め合わせをひとつ手に取って 

レジへ向かっていきました。 

 
 
 

私もようやく、 

寒ぶりの食べ比べセットやら 

漬けにぎりの詰め合わせを持って 

レジへ。 

 
 
 
 
 
 

すると、 

店員のお兄さんが困った顔で 

おばあちゃんの耳元でなにか言ってるんですよね。 

 



 
 

どうやら３０円足りないみたい。 

 
 
 

そうしておばあちゃんはお財布から、 

１０円玉を１枚、２枚と 

しわしわの手を震わせながら 

取り出して置いていきます。 

 
 
 
 
 
 

でも。 

 

３枚目の１０円玉が出てくることなく、 

鞄に入れたお寿司を店員さんに 

渡しました。 

 
 
 
 

（あ…１０円足りないんだ？） 



 
 
 
 

ここで私が払ったらエゴなのか？ 

 

なにがベストなんだ？？ 

 
 

そんなことが頭をぐるぐる… 

 
 
 
 
 
 

けど。 

 
 

「お会計、 

一緒でいいのでお願いします」 

 

って店員さんに言いました。 

 
 
 

「急いでるんで、一緒に払います」 

 



って。 

 
 

（まったく急いでないけど） 

 
 
 

おばあちゃんはたぶん、 

耳が遠いようで聞こえてなかったと思います。 

 
 

驚いた顔でこちらを見ていました。 

 
 
 
 
 
 

そうして、 

私が自分のお寿司を受け取るときに、 

おせんべいを１枚渡してくれたんです。 

 
 
 

私はどんな顔をしたらいいかわからず、 

 

「あ…ありがとうございます！ 



いただきます」 

 

そうお辞儀をしておせんべいを手に 

お寿司屋さんをあとにしました。 

 
 
 
 
 
 

自分がやったことが正しいかは、 

わかりません。 

 
 

おばあちゃんにとって 

いいことだったかもわかりません。 

 
 
 

もしかしたら、 

たまたま手持ちのお金がなかっただけで 

貧乏ではないかもしれない。 

 
 
 
 



 
 

だけど… 

 

なんだか胸が苦しくなりました。 

 
 
 

500円しないお寿司です。 

 

それが買えない…。 

 
 

夕飯どきの駅前に、 

足が悪いながらも来ているって 

ひとり暮らしの可能性もある。 

 
 
 
 
 
 

私のおばあちゃんは、 

今でも原付でスーパーに行くくらい 

イケイケで。 

 



（たぶん８０近い） 

 
 
 

いつもニコニコしてる人で。 

 
 
 

私も将来はそんなおばあちゃんになるんかな？ 

なんて漠然と、でも疑うことなく 

そう思い描いてました。 

 
 
 
 
 
 

だけど… 

 

どんどん年金もなにも 

あてにならなくなっていく日本で、 

歳をとっていくというのは 

そんなに甘いもんじゃないのかもって。 

 
 
 



 
 
 

体が動くうちは、 

ちょっとお金が足りないくらいは 

バイトや日雇いで補えます。 

 
 

でも、 

そのまま歳をとったときに 

体力勝負じゃない分野で稼げる力がないと 

お金が足りない…をどうにもできなくなる。 

 
 
 

ただでさえ、 

昨今のこんな状況で職を失う人が増えて、 

若い人でも炊き出しに並んでいる時代です。 

 
 
 
 
 
 

そんな中で、 



文章を書けば稼ぐことができる力があるって 

めちゃくちゃ強いと改めて感じました。 

 
 
 

家でパソコンをカタカタするのって 

地味だし、 

 

そりゃ高級ホテルでお茶会の方が 

成功してるようにも見えます。 

 
 
 

私自身、お茶会全盛期に 

自分だけメルマガつくってることに、 

不安を感じたのは 

一度や二度ではありません。 

 
 
 
 
 
 

それでも信じてやってきたからこそ、 

文章を書けば 



フルタイム会社員のお給料を、 

超える金額を稼げるようになりました。 

 
 
 

なので個人が人生単位の長期で 

稼いでいけるかって、 

やっぱ文章で売る力があるかどうかが 

要なんですよね。 

 
 
 
 
 
 

私はこれからも稼ぎたいし、 

稼げる人も増やしたい。 

 
 

そうして、 

ほんとに人生を謳歌できる人が 

どんどん増えたらいいなって 

思ってます。 

 



 
 
 
 
 
 

あなたなら… 

お寿司屋さんでどう行動したでしょうか？ 

 
 
 

そして、もしあなたが… 

将来お金に困ったら、 

どうするでしょうか？ 

 
 
 

また、 

これがあなたのご家族の現状なら… 

あなたはなにをしますか？ 

 
 
 
 

思うことを 

教えていただけたら嬉しいです。 



 
 
 
 
 
 

それでは、よい夜を。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


